
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

三三重重県県生生活活・・文文化化部部  
  

男男女女共共同同参参画画・・NNPPOO 室室  NNPPOO ググルルーーププ  

平平成成２２２２年年度度  
  

ＮＰＯ（ボランティア団体・市民活動団体等）と県の  

「「協働ワークショップ」提案案募集要項  

～～地地域域課課題題のの共共有有をを目目指指ししてて～～  



 

１．目 的 

NPO（ボランティア団体・市民活動団体等）と県の「協働ワークショップ」とは、ＮＰＯの皆

さんが日頃の活動の中で感じている地域の課題を、県と一緒に話し合い研究し、双方が課題に対

する認識を深めて、それぞれの今後の活動に活かしていくための検討の場づくりをするものです。 

この制度は、ＮＰＯと県が協働するきっかけを提供し、「市民発」の提案を県の施策に反映させ、

ＮＰＯとの連携・協働による県政を進めることを目指しています。 

 

２．募集内容 
 NPO と県が一緒に話し合いをおこなう「協働ワークショップ」の検討テーマを募集します。 

 検討テーマは自由に設定することができますが、県と話し合いをおこなうことが適当と思われ

るものを提案してください。 

（提案内容によっては、市町に「協働ワークショップ」への参加を求めることはできますが、

NPO と市町のみで話し合うことが適当なテーマは対象外です。） 

 

３．応募資格 
応募することができるのは、以下の要件に該当する団体であることが必要です。 

 （１）三重県内で、民間・非営利の活動を１年以上行っている団体であること。 

（法人格の有無は問いません。） 

 （２）活動分野は限定しませんが、宗教活動や政治活動を主たる目的とした活動ではないこと。 

また、特定の公職者（候補者を含む）または政党を推薦、支持、反対することを目的と

した団体ではないこと。 

 

４．応募方法 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
     

 

 

 

ステップ１：提案書の提出 

 「協働ワークショップ」の検討テーマを提案す

る団体は、次の書類を提出してください。 

 

提出書類： 

「協働ワークショップ」提案書（様式第１号） 

添付資料 

提出期間 

平成２２年４月５日（月） 

～５月２８日（金）１７:００必着 

ステップ２：意見交換の実施と提案書の見直し 

提案を考えている内容について、県の担当室と意

見交換を行います。（意見交換の日程は、個別に調

整します。） 

なお、意見交換を受けて、提案書を見直すことが

できます。 

  

見直した提案書の提出期限 

 平成２２年６月１１日（金）１７：００必着 



 

 

 

 

５．意見交換実施後の進め方 

（１）受付 

提出された提案書は、ＮＰＯグループで受け付けて、提案に関係する室（以下「関係室」とい

う。）へ回付します。関係室は、提案に対する意見書を作成します。 

 

（２）運営委員会によるヒヤリング （平成 22 年６月２５日） 

ヒヤリングでは、提案者が、「ＮＰＯ（ボランティア団体・市民活動団体等）からの協働事業提

案運営委員会」（以下「運営委員会」という。）に提案内容を説明し、県関係室による意見陳述、

運営委員会からの質疑応答等を行います。 

＊運営委員会の委員は、市民委員３名、学識経験者委員１名、行政職員委員３名の計７名で構

成します。 

 

（３）審査 （平成 22 年 6 月２５日） 

運営委員会が、次の審査の視点に沿って別に定める審査基準に基づいて審査を行います。 

なお、審査の結果、選定されなかった提案については、その結果と理由を提案者へ明示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査項目 審査の視点 

①提案の目的
の妥当性 

・提案の目的は明確かつ妥当と認められること。 
・「新しい時代の公」の考え方が提案に反映されていること。 
・ＮＰＯのミッションとの関連が適当と認められること。 

②提案の県と
の協働の必要
性・効果 

・ＮＰＯ独自で行うことができず、県と協働で行う必要性が高い内容と認めら
れること。 

・ＮＰＯ若しくは県が単独で行うより高い効果が挙げられる可能性が認められ
ること。 

・県の公的関与の必要性が明確かつ妥当と認められること。 

③提案の重要
性（緊急性・
先駆性・先見
性） 

・提案の緊急性やその実施が重要と認められること。 
・提案内容にＮＰＯの先駆性が活かされていると認められること。 
・課題の内容に先見性が認められること。 

※「新しい時代の公」とは、行政だけでなく、多様な主体の参画を前提として、公共の役割をとらえ直し、 
みんなで一緒に「公」を担っていくことで、住みよい地域社会をつくろうとするものです。 



 

 

 

 

 

 

６．選定後の進め方 
 

（１）オリエンテーション 

選定された提案の関係者に対して、協働ワークショップの全体スケジュールや進め方を共有す

るため、オリエンテーションを実施します。 

 

（２）協働ワークショップの設置 

「協働ワークショップ」の開催は、３回程度とし、公開で行います。 

また、「協働ワークショップ」は、提案者と関係室の担当職員の他、参加する意志のある他のＮ

ＰＯ等が参加することも可能です。さらに、「協働ワークショップ」の内容で市町の参加が望ま

しい場合は、担当者の積極的な参加を呼びかけます。「協働ワークショップ」の進め方やメンバ

ー構成などは、提案者と関係室で話し合って決定します。 

 

（３）検討過程の公開 

検討の内容は、透明性を図るため、議事概要を作成して話し合いのプロセスを公開します。 

 

（４）検討過程のふりかえり 

検討過程の進め方について検証する「ふりかえり会議」を行います。また必要に応じて、中間

期で検討経過の確認を行うことがあります。 

 

（５）報告会 

提案者は、検討の結果及び活動について、報告会で報告するものとします。 

 

☆協働サポート委員☆ 

この事業をサポートしていただく協働サポート委員を県で選任します。 

協働サポート委員は、NPO と県関係室の話し合いをサポートするため、意見交換会や協働ワー

クショップに必要に応じて派遣します。 

 

７．問い合わせ先・協働ワークショップ提案書の提出先 
三重県 生活･文化部 男女共同参画･ＮＰＯ室 ＮＰＯグループ 

   〒５１４－０００９ 三重県津市羽所町７００ アスト津 

電話 ０５９－２２２－５９８１ ＦＡＸ ０５９－２２２－５９８４ 

   Ｅ－ｍａｉｌ ｓｅｉｋｎｐｏ@ｐｒｅｆ．ｍｉｅ．ｊｐ 

   ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ｍｉｅ．ｊｐ／ＮＰＯ／ 

 

 

 


